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【手続補正１】
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【補正の内容】
【００５７】
　例えば、図１１及び図１２に示すように、気体を放出するエアホース４３に加えて、エ
アホース４３の放出口に対向する吸入口を有し、気体を吸入するエアホース４５を追加し
て、集積回路Ｓの表面に沿って気体を循環可能な構成を採用してもよい。この場合、エア
ホース４３とエアホース４５とは、故障箇所Ｆを確実にカバーする表面上の領域Ａ１を挟
んで対向するように配置される（図１２）。このような構成の温度安定化部４０によれば
、集積回路Ｓの表面上の領域Ａ１における気流を一定にして、集積回路Ｓの表面全体の温
度を均一にすることができ、安定した深さ情報の検出が実現される。また、温度安定化部
４０からは必ずしも冷却された媒体（冷却用熱媒体）を供給する場合には限定されず、集
積回路Ｓの表面温度を安定化することが可能であれば、加熱された媒体（加熱用熱媒体）
を供給してもよい。
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